
　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・熊本地震の復興段階に入った。地震保険の保険金の
総額は2,500億円とのことである。建築業界は非常に
忙しく、一般市民は部屋を探そうにも空きがない状態
だ。県外から様々な援助の方が来て人は増え、消費も
復興需要で増えている。

観光旅館組合
（職員）

来客数の動き ・外国人観光客はまだまだ少ないが、九州ふっこう割
の影響で日本人の来客数、宿泊数が熊本地震前に近い
数字になっている。

都市型ホテル
（副支配人）

単価の動き ・夏休みに入り復興支援の動きが活発化している。九
州の他の地域に行く前に、当県に宿泊する客が増えて
いる。

観光名所 来客数の動き ・夏季休暇に入り、前年よりは少ないが、来客数が多
くなっている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・梅雨明け以降、晴天が１か月続いた。暑いときは暑
く、寒いときは寒いといった寒暖がはっきりしたほう
が商品が動く。

百貨店（店舗事
業計画部）

お客様の様子 ・行楽シーズンで、普段来店しない遠方の客や帰省・
Ｕターン者の利用もあり、にぎわいが出ている。ま
た、外国人観光客の免税品の購入数は伸びている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・熊本地震により競合店が２店舗閉鎖となり、客数は
前年比152％で売上が順調に推移している。９月末日
から競合店が開店するので、今後の数字は読めない
が、店舗の閉店の影響がかなりある。

家電量販店（総
務担当）

来客数の動き ・大きな伸びはないが、前年の売上は確実に上回って
いる。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・若干ではあるが、販売量は伸びつつある。特に、20
～30代の若年層の購入検討者が増えている。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・人気車種が新車販売全体の底上げをしている。車両
販売単価が上昇し、売上増に寄与している。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

来客数の動き ・熊本地震の影響かは分からないが、新規来客が増え
ている。ここ１か月、地域内で人の出入りがあり、そ
れに伴い新規の客が増えている。

ドラッグストア
（部長）

販売量の動き ・今夏は気温が高く降水量が少ないため、季節商材を
中心に好調な販売実績となった。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・オリンピックによる外出控えで来客数が減ると予想
していたが、前年よりも多く、客単価も上がってい
る。若干ではあるが景気が良くなっている。

観光ホテル（総
務）

販売量の動き ・熊本地震から４か月が経過し、少しずつだが復興も
進み、３か月前よりは良くなっている。しかし、まだ
まだ自粛ムードは続いており、日常を取り戻すのには
時間が掛かる。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・九州ふっこう割で、九州域内の旅行需要はある程度
伸びており、店舗への来客数も増加している。しか
し、主力の東京、京阪神方面からの客は低迷したまま
である。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は、九州ふっこう割により観光客が増えた。足
元の景気はしっかりしてきた。今後もこの状況が続く
と期待したい。

タクシー運転手 来客数の動き ・８月は台風の接近も無く、猛暑が続きタクシー利用
が増加した。また、催し物の充実や観光客の増加で活
気にあふれていた。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・九州ふっこう割に加え、前年からのインバウンドの
動きが良い。例年より客が多く、夏前よりも動きが活
発である。

通信会社（営業
担当）

それ以外 ・季節要因もあるが、各種イベント等が催され、雰囲
気的に消費活動が増えた。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・熊本地震以降、娯楽の自粛ムードでゴールデン
ウィークも伸びなかった。しかし、お盆から８月末に
かけ、外国や隣県から多くの来客があり、娯楽を楽し
むムードが戻ってきている。

美容室（店長） お客様の様子 ・景気が良くなったのか、今までボーナスが出なかっ
た会社が今年は出た。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街や外部のイベントを行っているが、客は目的
の物しか見ていないので、人出はあっても目的以外の
買物に繋がりにくい。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来店はあっても、なかなか購入に至らない。主な顧
客である年金受給者は、病院の出費が多く耐久消費財
に手が出ない。

家計
動向
関連

(九州)



一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・お盆過ぎからしけ続きで、魚の入荷量が激減してい
る。利益を確保するどころではなく、商品棚を作るの
が精一杯である。サンマは少しずつ入荷しているが、
なかなか値が下がらず、売るものがない。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・夏休みの来店促進策として、物産催事で子連れ客向
けに各種企画を開催した。しかし、猛暑の影響で13～
15時の入店客数が減少し、18時以降回復したが前年を
下回った。平日の来客数は前年を上回ったが、土日祝
が大きく落ち込んだ。紳士用品・インポートブランド
や高級婦人、季節商材の日傘・スカーフ・手袋、化粧
品は好調に推移した。しかし、ヤングカジュアルを除
く婦人服、紳士服はともに購買抑制傾向が続いてい
る。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・例年、８月過ぎから秋物の消費が活発になるが、今
年はその傾向が見られない。定価品よりもセール品の
方が動きが強く、デフレ傾向がみられる。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・夏物商戦も終盤を迎え、猛暑が続いたので売上に期
待していたが、客は、最終価格の商品ですら必要がな
いものは買わない。一方、必要な物は迷わず買う。無
駄な買物はしないとはっきり言う客が多い。

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・熊本地震による自粛ムードの影響はほぼ和らいでき
ている。好天が続き、季節商材や夏物衣料の動きが活
発化し、売上向上に寄与した。一方、気温上昇の継続
により、秋物商戦はしばらく鈍い動きが続く。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・熊本地震後、見舞金や義援金等の配布があったの
か、必要な物の買物が増えた。

スーパー（店
長）

単価の動き ・売上は、既存店でほぼ100％で推移しているが、客
単価の減少傾向は続いている。競合店との競争もあ
り、なかなか価格を上げられず、利益率の低下を招い
ている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・８月は猛暑の影響で、衣料品や飲料が好調である。

スーパー（総務
担当）

それ以外 ・猛暑の影響で飲料、ビール等は好調だった。しか
し、その他のカテゴリーは前年の売上を上回ることが
あまりできなかった。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客のシビアな購買姿勢が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

販売量の動き ・気温が高いと客数は増えるが、買上点数や客単価が
伴わない。買い控えが続いている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・連日、気温が36度超えており、客足が途絶えてい
る。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・厳しい残暑のせいもあるが、客が来ない。

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・商店街全体で来客数が減少しており、当店への来客
も減少している。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・通常、季節商材が売れるのはお盆までであるが、今
年の８月は、暑さも続いておりやや良い。

家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・暑さにより、夏物商材の動きは引き続き良いが、全
体としては前年並みの売上である。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格はあまり変化がない。前年と比較
すると酷暑によりエアコン等の使用が増え、販売量は
やや増加している。また、九州観光周遊ドライブパス
の効果で観光客が増加し、客数はやや増加している。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・2016年度は好調を維持していたが、８月に入りやや
苦戦している。特に夏休みに入ってからの、集客や売
上は前年比を下回ることが多く、不安定な状況が続い
た。お盆明けからは、回復基調にある。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

単価の動き ・空港を利用する搭乗客や来店客は多いが、購入単価
が低いため、前年と同じ売上しか達成できない。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

販売量の動き ・インバウンドの売上低迷が大きく影響している。し
かし、熊本地震の影響による外国人観光客の減少は回
復基調にある。

その他小売
［ショッピング
センター］（広
報担当）

販売量の動き ・記録的な猛暑で、エアコンの販売量は２けた伸び、
衣料品も好調に推移している。しかし、食品や消耗品
関連は伸び悩んでいる。



高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・熊本地震の影響で外部の客が減ったが、ようやく県
外から客が来るようになった。九州ふっこう割も使え
るようになった。しかし、市内の人の利用は少なく
なった。

居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・商業施設を始め、前年の売上を下回っている店舗が
多い。

観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・九州ふっこう割があったので夏は前年並みの客数を
保てたが、今後どうなるか不安が残る。

都市型ホテル
（販売担当）

単価の動き ・先月から今月は、売上があまり変わらずに推移して
いる。単価や客数もあまり変わらない。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・インバウンドは相変わらず好調だが、国内の個人旅
行の消費意欲が感じられない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・以前に比べて人の動きはあるが、タクシーの利用は
少ない。

タクシー運転手 来客数の動き ・天候の影響もあり、日中の稼働が良い。しかし、夜
の催し物や繁華街の人出は大変少ない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ゴールデンウィークは消費に控えめな客が目立っ
た。熊本地震から４か月経つが、今も地震が続いてお
り消費どころではない。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・今一つ景気が動いておらず、夏枯れが出ている。東
京オリンピック開催に向けた景気策をつくって欲し
い。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・今夏の猛暑により入院が増え、在宅サービスの客確
保に苦戦している。診療報酬改定に伴い、在宅サービ
スを新規展開する医療機関も増加し、さらに客確保が
困難になってきている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

来客数の動き ・熊本地震による景気への影響は回復傾向に向かって
いるが、まだ完全に戻ってはいない。

設計事務所（代
表）

お客様の様子 ・収入が上がらない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・マンションや戸建て分譲は準備中で、販売に着手し
ていないが、客の様子を見ると住宅の需要はある。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・住宅展示場及びイベント来場者数は、この３か月間
ほぼ変わらない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の様子を見ていると、安くても必要なもの以外は
手に取って見ることなく、購買に対しシビアになって
いる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・熊本地震以降、商店街の消費はかなり低下してい
る。他県の観光業等は少しずつ良くなっているが、猛
暑により、商店街に客が来ない状況が続いている。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

お客様の様子 ・この時期は、お中元とお盆の返礼品の売上が全般を
占めているが、今年は猛暑続きで、急な豪雨もあり客
足が途絶えた。商店街の客単価は、かなり低下してい
る。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・例年であれば初秋物の動き始める時季であるが、猛
暑の影響もあり、動きが大変鈍い。オリンピックの影
響か、お盆期間中の入店客数は減少傾向にあり、全体
的に盛り上がらない状況が続いている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・衣料品販売が鈍化している。

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・関連店の８月の売上見通しは前年比94.0～
101.0％、３か月前の５月は同93.5～104.0％であっ
た。今月の売上は前年実績を割るのでやや悪い。６月
以降、前年比で客単価が落ちている。入店客数の実績
をみると、３～６月は良かったが７～８月は良くな
い。

百貨店（企画） 販売量の動き ・熊本地震の影響の反動もあり、６～７月の売上は好
調であった。しかし、今月は前年並みとやや不調であ
る。オリンピックや猛暑の影響もあるが、天候にも恵
まれ、衣料品も先月までは好調だっただけに、満足で
きる結果に至っていない。

百貨店（営業統
括）

来客数の動き ・猛暑や参議院議員選挙、オリンピックとマイナス要
因が続き、また円高傾向もあり、お中元の単価が下
がった。また、セール後半の購買が弱く、苦戦を強い
られた。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来店客数は変わらないが、猛暑の影響で生鮮物の売
上減少が厳しい。



スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・今年は季節商材の動きはいいが、少雨と猛暑が原因
か、販売総量は落ちている。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月は来客が少なく、新規企画も今一つである。
メーカーや同業者の話を聞いてもあまり良くない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・７月は参議院議員選挙、８月はお盆休みの影響で、
会社関係の客が少なかった。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来店数が非常に少ない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・前年を大きく割り込んだ。飲食店にとって稼ぎ時で
ある週末の伸びが悪い。近隣の同業者も同じ意見であ
る。

旅行代理店（企
画）

来客数の動き ・上期の申込件数が前年比を下回っている。

通信会社（営
業）

販売量の動き ・前年と比較して販売量が減っている。販売施策の強
弱もあるが、販売店が聞く客の声も消極的である。

競輪場（職員） 販売量の動き ・業界全体で、前年比の売上が落ち込んでいる。
競馬場（職員） 来客数の動き ・景気そのものは変化を感じないが、オリンピックや

高校野球等国民的関心事の影響もあり、来場者数が減
少した。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・夏物処分セールの時期だが、単価を下げても客の反
応が鈍い。猛暑が続き、特に日中の買物に出掛けるの
を避ける人が多い。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・既製品購入の来客数が減少している。オーダーもの
の来客数は横ばいである。

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・北海道の台風上陸の影響で、北海道産の人参や大
根、キャベツ、玉ねぎ等、すべての野菜が高騰してい
る。ただでさえ、需要の少ない時期なので厳しい状況
にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・天候は良かったが、季節商材やギフトの売行きが悪
かった。

良く
なっている

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・熊本地震直後ほどではないが、前年と比較してかな
り良い。震災後の特需で様々な物が売れていること
や、人が増えている影響がある。猛暑で雨は降ってい
ないが、夏季は暑い方が良い。

やや良く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・旬のブドウや梨等の果物は、例年より微高値になっ
ている。出だしが高く、緩やかに下がっていく状況は
いつもと変わらない。野菜の出荷が従来よりもやや多
く、単価は低めの傾向である。

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注が多い。ここ数年にない発注量である。景気が
良くなっている影響ではなく、海外、特に中国での生
産が間に合わないからである。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・生産量が当初見込みを上回った。

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・例年、下期にかけて受注増となるため、今回の増加
が景気に起因するものかは不明である。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・半導体の動きが非常に強くなり、受注量がどんどん
増加している。しばらくこの状況が続くが、慎重に取
り組んでいく。

電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・引き続き他社からの注文は堅調だが、短納期の案件
も多い。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・官公庁の発注は増加傾向にあるが、第２四半期まで
に予算の80％発注があるのか不安である。現在、受注
できていない業者が非常に多いが、民間工事は期待で
きそうにない。大型の補正工事もあるようだが地方に
発注があるのかわからない。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・４月の熊本地震による影響も大分緩和されてきた。
間接的な被害があった取引先の客足も戻ってきてお
り、景況感に少し明るさが出てきた。

新聞社（広告）
（担当者）

受注価格や販売
価格の動き

・主力の旅行商品広告が伸び悩んでいるが、通販や九
州ふっこう割関連の出稿があり、出稿数は全体ではわ
ずかだが前年を上回る。

経営コンサルタ
ント（社員）

取引先の様子 ・人材が不足している。求人企業が多くなった。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・８月前半はお盆需要でスーパーマーケットや居酒屋
は予想どおり大変忙しかった。後半は息切れを心配し
たが、なんとか現状維持できた。今年は台風が来ず、
工場の稼働に影響が出たりスーパーマーケットの臨時
休業等がないことが功を奏している。また、ビールに
合う食材がよく出ている。一方、冷凍食品は、メー
カー工場の大型連休や学校給食の休みで良くない。

企業
動向
関連

(九州)



農林水産業（営
業）

受注価格や販売
価格の動き

・現状は下降傾向である。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・東京オリンピックを控え、ホテルや商業施設の家具
需要が前年比２けたの伸びが続いているが、その他の
小売は縮小している。この状況を特需と見みても、全
体的には若干のマイナス傾向である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・金属部品加工部門では見積依頼が多くなっている
が、単価や納期の面で受注にまでは至っていない。以
前に比べてさらに厳しい状況になっている。また、装
置製作部門では見積から先に話が進んでいない。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・全体的に商品がダブついており、入出庫共に前年よ
りも悪い状況が続いている。各メーカーからは、今後
良くなる話を聞かない。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・食品関係は通常よりやや多めの出荷量だが、衣料関
係は低調に推移している。全体的な景気感としては、
大きく変わらない。

通信業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・ＩＴ関連の新規受注があまり伸びていない。従来か
らの受注残で収益を維持している。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・雇用環境は着実に改善しており、雇用者所得も緩や
かながら増加してきている。しかし、消費者のマイン
ドは慎重で、百貨店やスーパー等の売上が伸び悩んで
いる。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・観光業は上向いているというが、あくまで限定的で
あり、トータルで見ると変わらない。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・市内及び近郊では不動産価格や建築費、労務費の高
騰により、企業が設備投資を控えている。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・熊本地震の影響はほぼ収束した一方で、インバウン
ド消費は落ち込んだままである。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・ダイレクトメールを送ったが反応がない。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先の業況に大きな変化がない。

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・取引先の業況は変化が少ない。東京オリンピック関
連や熊本地震による一時的な好況感も今はない。景気
とは別に、後継者不在による閉店や企業の株式売却等
が数件あった。

やや悪く
なっている

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

競争相手の様子 ・夏場を迎え受注が落ち込んでいる。百貨店、量販
店、小売店への商品は大変厳しい状況である。それ以
外の特注品などは順調に推移しているが、産地全体と
しては落ち込んでいる。

その他製造業
（産業廃物処理
業）

取引先の様子 ・取引先の生産量が著しく低下している。相場も今年
最安値を更新する等、非常に厳しい状況である。

金融業（営業） 取引先の様子 ・設備投資等の停滞感が強い。中国を中心とした世界
的な需要減が長期化している。欧州経済等の不確定要
素が多い。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

競争相手の様子 ・今年度、市町村が地方創生の予算を活用していない
ケースが多く、市町村発注の建設コンサルタントや調
査会社への委託業務は、極端に減少している。発注量
が少なく、他社のコンサルタントが、予算額の半額近
くで落札しており、ダンピング競争となっている。

悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量がこの２～３年間で最低である。全く動かな
い状況が続いている。このようなことは初めてであ
る。今後の動きも全く読めない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・港には外国客船の寄港が続き、市内の外国人観光客
が多く、消費を押し上げている。減少を懸念したが増
加している。ただ、買物単価が下がっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・熊本地震発生から４か月が経過した。中心市街地の
人出等を見ると、発生直後の景気よりは良くなってい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・電子・電気関係の一部の製造業において、求人の減
少はみられるものの、建設や医療福祉関係を中心に増
加している。特に労働者派遣業の求人の伸びが大き
い。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・派遣求職者が前年８月に比べ激減している。全体の
求職者数も前年８月を大きく下回っているため、人材
派遣業界にとっては供給が難しい状態が続いている。

雇用
関連

(九州)



人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が変わらない。新規問い合わせではなく、後
任や、欠員補充の依頼が多い。増員での依頼はほとん
どない。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・仕事の依頼は定期的に入ってくるが、３か月前と比
較して横ばいである。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・タレント派遣を行っているが、テレビＣＭ出演の引
き合いが増えた。しかし、制作費は少なく出演料等も
低く交渉されることが多い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人件数は前年を下回って推移している。ひところ
に比べ、街中に外国人観光者が増えている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・株安、円高の影響がある。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・当県の６月の有効求人倍率は1.26倍と前月を0.03ポ
イント上回った。有効求人倍率は15か月連続で１倍台
を維持している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年同月比14.6％減で、前年９月以
来10か月ぶりに減少した。主要産業では、製造業、宿
泊・飲食サービス業、サービス業は２けたの増加と
なったが、運輸業・郵便業、卸売・小売業、医療・福
祉で大きく減少した。

職業安定所（職
業紹介）

求人数の動き ・新規求人数、有効求人数ともに前年比増の傾向が続
いており、有効求人倍率も高い水準で推移している。
正社員求人の数、割合ともに増加している。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・取引先の業種によって　上向きの業種もあればそう
でない業種もあり、総じて右肩上がりとは言えない。

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・一部企業においては人材確保に苦慮しているが、求
人数については、前年と同推移である。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数も全体的に２～３割近く減っている。問い合
わせ件数も停滞している。

悪く
なっている

－ － －


	現状

